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イ ン ド の 祖 霊 崇 拝/ブ ー タ を め ぐ っ て

河 野 亮 仙

こ こで は, 1.南 イ ソ ドの祖 霊 崇拝, 英 雄 崇拝, 神 の概 念 の問 題 を フ ィ ール ド

・ ワー クと文 献 の 双 方 か ら論 究 し, 2.そ の概 念 が ま た, 北 イ ン ドの辺 境 にお い

て も有 効 で あ る こ とを 示 す。3.そ して, それ は ブ ラ フマ ニズ ム の普 及 す る 以前

の イ ソ ドの民 俗 宗 教 に お い て か な り共 通 す る概 念 で は な いか と推 察 す る。

1. 南 イ ソ ドの 祖 霊 と神

Kathleen Gougbの 調 査 に よる と ケ ー ラ ラ州 中 央 部 に は三 種類 の祖 霊 崇拝 の ス

タ イ ルが 観察 され る。

a)サ ンス ク リ ッ ト系 のバ ラモ ン的 な 父 方 を 祀 る祖 霊 祭。b)非 サ ソス ク リ ッ ト

系 の母 系 制 の ナ イ ル(Nayar)の 母 方 の祖 先 を 祀 る祖 霊 祭。 c)非 サ ソス ク リッ ト

系 で一 族 の家 系 に は属 さ ない も の(alien ghost)を 祀 る祭 儀。 alien gbostと は

ナ イ ル の大 家 族 制 の家(taravad)に 仕 え て い た 農 奴 や メ イ ド, あ る い は, 近 所 で

変 死 した 異 邦 人 の霊 で, pretam, piSaca, bb耐aと も呼 ばれ, 彼 らを崇 らな い よ

うに と供 養 す る特 殊 な祭 儀 が 催 され る。

 b)やc)の 供 養 に よ っ て, 疫 病 を 免 れ, 家 蓄 の増 殖 や 豊 作, 一一家 の健 康 や 村

の 繁 栄 が 約 束 され る。 また, alien ghostが 地 方 神 と して 崇拝 され る よ うに な り, 

や が て, もっ と大 き なサ ソス ク リ ッ ト系 の 神 格 と も統合 され る。

 c)の 祭 儀 は, ケ ー ラ ラ州 北 部, カル ナ ー タ カ州 南 部 に お い て特 に発 達 し, 独

特 な お どろ お どう しい 祭 礼 の 中 で鬼 神 が 祀 られ る。 これ は, 古 代 タ ミル の詩 文 学

で あ る サ ソガ ムの文 献 群(1～6世 紀)に 描 か れ る祭 儀 の末 商 と思 わ れ る。 ケ ー ラ

ラ州 北 部 で は テ イ ヤ ム, カル ナ ー タ カ州 で は ブ ー タ と呼 ばれ る。 コー イ ル(kovil), 

カ ー ブ(kavu), ブ ー タ ・ス タ ー ナ(bhUta-sthana)と 呼 ばれ る祠, あ るい は 寺 院 に

お い て, 毎 年, 2, 3月 を 中心 とした 数 ヵ月 の間 に 祭 礼 と して 供 養 が 行 な わ れ

る。

 ケー ラ ラで は トー タ ム(tottam), カル ナ ー タ カで は パ ッ ダー ナ(paddana)と 呼

ばれ る 神 の 来歴 を 語 る 祭文 に よ って勧 請 した 鬼神 ・精 霊 ・獣 神 が シ ャー マ ン ・ダ

ソサ ー(ア ウ ト・カース トの持定 の家系 の者)に と りつ き, 激 しい舞 い を舞 った後, 

村 人 に お告 げ を し, 祝 福 して帰 る。 こ うして村 の もめ事 を お さ め, 村 人 の健 康 や
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繁栄を約束する。

南インドの民俗でも日本の御霊のように, 祖霊や不慮の死を逐げた英雄, 産褥

で死んだ女などは丁寧に祀 らない と崇ることがあるとされる。そ うした身近な人

物が, やがて, 地方神の生れ変 りであると同一視されて, 最後にはバラモソ系の

大きな神格 と習合 してゆ く。バガヴァティー女神の名のもと, 不幸な死に方をし

た女, 地母神, 疸瘡神, 蛇神等様々な神格が統合され, ヒソ ドゥー教でい うカー

リー女神, すなわち, シヴァ神妃 と習合してい くのが代表的な例である。

2. グジャラー ト州のブータとヒーロー ・ス トーソ

ケーララとカルナータカの州境か らインド亜大陸の西の海岸線を千キロ以上北

上したグジャラー ト州にもよく似たブータのカル トがある ことが報告 されてい

る。産褥で死んだ女はvetra, vetriと 呼ぽれ, 不慮の死を逐げた男, 英雄や狂

人, シャーマソ等はbbutと して木偶に祀 られるカル トがある。

 Haku Shabの 調査したSurat地 方のある村では, 普通は, 漬物石 くらいの大

きさのペ ンキを塗った石(kbatru)に 祖霊を祀 り込む。 ところが, 異常死者や 曰

く因縁のある者は, 占いによって数十セソチくらいの大きさの木偶に祀 り込む こ

とを決める。英霊 とその木偶の両者をブータと呼ぶ。彼 らは, 普通の祀 り方をす

ると, 村を荒 し, 村人に危害を加えると信じられる。

 グジャラー トの他の地区では, 一 メー トル半の浮き彫 りの板碑に祀った り, ヒ

ーロー ・ス トーンと総称される顕彰碑的な石碑に祀る伝統を持つ。 このヒーロー

・ス トーンについては, 南インド古典詩文学においても記述があ り, natukalと

呼ぽれる石に英雄の霊を祀 り込んで, 羊の首をはね, 血を捧げて供養 したことが

分か っている。

3. このヒーロー ・ス トーソ, サティー ・ス トーン, またはメモ リアル ・ス トー

ソのカル トは, イソド各地に広範囲に見られるものである。そして, 妻が夫に従

って殉死する風習は今 日も北イソドで行なわれ, 日本の新聞をも賑わすが, 崇 ら

ないようにその場に祠を建て, 次第に村の女 としての個性をなくし, サティー女

神として崇拝 され, 村人の悩みごとを解決し, 病気を治す神となる。ダーキニー

も, 産褥で死んだ女の霊 と説明することがあり, 祀らないと崇る鬼神だ。

 つまり, 先に南イソドの神の概念が祖霊や英霊 と密接に結びついていたことを

示したが, これは現代のイソド各地においても見られる民俗的 な神の概念であ

る。イソ ドはサソスクリット化によって同じ文化の色を持つようになったが, ブ

ラフマニズム到来前のインドにおいても, かなり, 共通したカル トが各地で行な
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われ て い た の で は な い か と筆 者 は推 察 す る。
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